
 

 

江東区立深川第二中学校 

生活ガイダンス 

（令和８年４月１０日実施） 

～学校生活のきまり～ 

 

 

 

    年    組     番  氏名             

＜この冊子について＞ 

・この冊子には、みんなが気持ちよく学校生活を送るために守ってほしいことが 

書かれています。 

・校則等は生徒手帳にも記載されていますが、この冊子に書いてあることが共通の 

校則として認識して下さい。 

・学年で指定されたファイル（総合ファイル等）で保管し、一年間大切に扱って下さい。 

 ※ファイルがなければ各自で１年間は紛失しないように保管して下さい。 

 



１．深川二中の生活の目標 

【３つの柱】 

自分と周りの人の「生命・財産・人権」を守り、大切にすること。 

   ・身体的、精神的に人を傷つけない 

・人の物を盗ったり、雑に扱わない   

・いじめのような人権侵害  

      

【４つの具体的行動目標】 

   ①自ら進んで明るい挨拶をする 

②登校時間やチャイム着席など時間を守る 

   ③当番、係、委員会などの自分の役割を果たす 

④学校の決まりや家庭での約束を守る 

 

 

２．一日の生活について 

 朝の登校について  

① ８：２５前には着席をして朝読書を開始する。５分前行動を意識する。 

※８：２５までに自席に座っていなければ予鈴遅刻、８：３０ならば遅刻になります。 

② 自転車での登下校は禁止です。もちろん近くに自転車を止めて登校することも禁止です。 

③ 事前に欠席が分かっている時は保護者の方に生徒手帳へ記入してもらい、前日までには学

級担任に提出する。 

④ 当日の欠席や遅刻は遅くても８：１０までには保護者の方に学校へ連絡をしてもらう。 

⑤ 登校後の外出は原則禁止です。 

⑥ 体育の見学連絡は、保護者の方が生徒手帳に理由を記入

して授業前に学級担任と保健体育科担当に提出する。 

⑦ 朝の学活以降の登校になった場合、職員室に寄って遅刻

連絡票をもらい、教科担当に渡す。 

⑧ ピロティから１年生の昇降口までは校庭の舗装された通路を歩く。下校時も同様。 

 

 授業中のルールについて  

① チャイム着席を守る。休み時間に次の授業の準備をし、チャイムが鳴る前に着席する。 

② きちんと自席に座る。指示なく勝手に席を移動しない。 

全て法に触れる行為であり、絶対にやってはいけない。 

「やらない」「させない」「許さない」という意識を持とう。 

 



③ 授業のはじまりのあいさつ「お願いします」と終わりのあいさつ「ありがとうございま

した」は元気よくする。 

④ 授業中は立ち歩きや私語、勝手な発言、奇声をあげるなどはしない。きちんと学習活動

に集中をすること。発言がある場合は手をあげる。 

⑤ トイレや保健室に行きたいときは必ず先生に相談をする。保健室に行く場合には教科

担当から連絡票をもらってから向かう。  

 

 休み時間中のルールについて  

① １０分休みは「次の授業の準備」のための時間であり、遊ぶ時間ではありません。トイレな

ども休み時間中に済ませておこう。 

② 教科連絡や部活連絡は休み時間で行う。給食準備中には連絡にいかない。 

③ 時間割連絡は休み時間のうちに職員室内の黒板で確認をする。給食準備中にはこない。 

④ 廊下は走ったり騒いだりしない。周りの人にぶつかったりしてケガをすると大変です。 

⑤ 特別教室への移動以外で他学年のフロアには行かない。トイレも学年フロアのトイレを利

用する。 

⑥ 自分のクラス以外の他クラスにも入らない（持ち物の管理の視点から）。 

 

 給食中のルールについて  

① 給食の準備は当番を中心として素早く行う。不必要に廊下に出ない。 

② 石けんを使った手洗いを必ず行い、自席に座る（当番はアルコール消毒も）。 

③ 当番は白衣とマスクを着用して配膳活動を行う。 

④ 給食委員の号令で食事をはじめる。勝手に食べ始めたり外にでたりしない。 

⑤ 片付けも協力して行い、牛乳パックはきれいに並べ、食器などはきれいに戻す。 

⑥ １３：２０までには自分のクラスのワゴンに片付ける。 

 

 放課後のルールについて  

① 部活動の着替えは更衣室を使い、荷物は活動場所まで持参する。 

② 部活以外で放課後に居残りをする必要のある時は必ず担当の先生の許可を得る。居残りの   

場所に荷物を必ず持っていく。生徒だけで活動をしない。 

③ 用事のない生徒は速やかに下校する。 

④ 最終下校時刻は18:30です。それ以降は学校の中に残らないで素早く帰宅する。 

⑤ 再登校や休日登校についても学校ルールを守ること。私服で校内に入らない。 

 

 

 



 言葉遣い、礼儀について  

① 友達や学校の先生、来校した方々に会ったら自分から進んで明るく挨拶をする。 

② 友達との会話においても乱暴な言葉など使用しないようにする。 

③ 正しい言葉遣いで話ができるようにする。目上の人と話すときは敬語を使えるように意識す

る。 

 

 上履きの貸し出し、落とし物について  

① 上履きを忘れた時は学年の先生に伝え、職員室で上履きを借りる。 

② 下校時には再度学年の先生に伝えて返却をする。 

③ 学校内で落とし物を拾った時は先生に届ける。 

④ 物をなくしてしまったときは学級担任の先生に伝える。 

⑤ 届けられた落とし物は職員室前のケースに３ヶ月間保管します。自分の物があったときは先

生に伝える。 

 

 みんなで使うものを大切にしよう  

① みんなで使うものは大切に使用する。万が一壊してしまった時は正直に報告する。 

② みんなで使うものを自分勝手な使い方で汚さないようにする。みんながきれいに気持ちよく

使えるように心がける。 

 

 職員室でのマナー  

① 職員室の前では喋らず、静かに移動する。 

② 先生に用がある場合はノックをしてドアを開ける。自分の荷物は廊下に置き、学年、組、氏名

を名乗る。「○○先生お願いします。」もしくは「○○先生いらっしゃいますか？」と伝える。 

 

 

 

 

 

 

 



３．服装・持ち物・頭髪について  

 服装について  

標準服 

「しっかり着こなす」ということが一つの規準になります。 

夏服 冬服 

①紺の半袖ポロシャツ 

 ・第１ボタンは開けてもよい 

 ・ワイシャツでも可 

（ワイシャツはズボンに入れる） 

②スラックス or スカート or ハーフパンツ 

①ブレザー 

 ・革ベルトは黒色（布ベルトは黒か紺色） 

  ※細すぎるベルトは不可 

 ・儀式的行事や朝礼では第１ボタンを閉める 

②スラックス or スカート 

共通 

・登下校時は必ず制服を着用し、セーターだけで登下校しない。 

・スカート丈は、立ち膝をしたときに裾が床につく長さを基本とする。 

・上記に合わない異装については不可 

（例）変形学生服、パーカーやトレーナーなどの私服、ジャンパーなど 

防寒具 

・コートはスクールコート、ダッフルコート、Ｐコート、ダウンコートのいずれかとし、色は黒、

紺、グレー茶色系統の無地 

・マフラー（ネックウォーマー）、手袋、黒のタイツ着用可 

 ※コート、マフラー等は校舎内（主に授業中や学活中、職員室など）で着用しない。 

・セーター、ベスト、カーディガンの着用可（色は黒、紺、グレー） 

 ※裾や袖がだらしなくならないように自分の体に合ったサイズを着用する。 

 ※儀式的行事など指定があった時にはセーターは着用しない。 

靴・上履き・靴下 

＜靴について＞ 

・靴は革靴（黒色で飾りのないもの）、もしくは運動靴（雨天時の長靴可） 

・運動靴はヒモかマジックテープのついているものとし、ヒモの色など変えない。 

・運動靴の色は白、黒、紺を基調とし、ラインやロゴに色が入っていてもよい。だたし蛍光色や 

ラメが入っているものなど、華美なものは禁止 

・体育授業時の靴は運動に適したものを使用し、色の指定はしない。ただし登校の靴に関しては 

色の指定を守ること。 

・ハイカット、ブーツ、サンダルなど、かかとの無いものは運動に適していないため不可 

＜上履きについて＞ 

・上履きは学校指定のものとし、必ずかかとに記名する。 

 ※靴や上履きのかかとを踏み潰さない、ヒモがほどけたままにしない。着色したりヒモを取っ

たりしない。 

＜靴下について＞ 

・白、黒、紺とし、ワンポイントのロゴは可。長さはくるぶしを完全に覆うサイズのものとする。 

 



 儀式的行事の正装  

 

・標準服のスラックス、スカート、ワイシャツ、ポロシャツ、ブレザーである。 

・靴下の色は白とする。 

・ブレザー着用の有無は時期によって変更してもよい。着用の場合はポロシャツではなくワイシ

ャツとする。 

 

 持ち物について  

カバン 

・カバンは学校指定のメインバッグ、サブバックを使用する。他のバッグは使用しない。 

・授業道具などはメインバッグに入れ、荷物が入りきらない場合はサブバッグを使用する。 

・他者とのカバンの区別のため、バッグにつけてもいいキーホルダー等は１つまでとする。 

（大きさの目安は生徒手帳大まで） 

その他持ち物（不要物など） 

・持ち物には必ず記名し、紛失等がないようにする。 

・制汗シート、スプレーは無香料のもののみ使用可 

・水筒の持参は通年で可（中身は水、お茶、スポーツ飲料のみで嗜好品は不可） 

・お金（部費、検定のお金等）は学校、必ず朝の内に担任、もしくは部活動顧問に必ず預ける。 

・学校に持ってきていけないものの判断は、学校に必要かどうかで判断をする。 

（例）お金、スマートフォン、漫画、雑誌、ゲーム、化粧品、指示のない飲食物、アクセサリー等 

・昼食が必要な場合は家から持参する。原則として登下校途中に買いに行かない。 

・修学旅行や移動教室、家庭での旅行などのお土産は、原則として持ってこない。 

 ※部活動で配布したい場合には必ず顧問の許可を取り、顧問の指導のもとで行う。 

もちろん校内では食べない。 

 

 頭髪について  

のぞましい髪型（生徒手帳記載内容） 

・髪をよく洗い清潔であること。   ・整髪料、香水、リボン、飾りピンなどをつけないこと。 

・他人に不快な感じを与えないこと。 ・時間がかからず、活動的な髪型であること。 

共通して守る項目 

・髪にパーマをあてない。   ・髪の着色、脱色をしない。  ・整髪料を使用しない。 

・肩よりも長い場合は結ぶ。  ・ヘアピンは黒の細いもの   ・ゴムは黒、紺、茶で細いもの 

・リボンやヘアバンドは不可   ・髪飾りはつけない。     

・そり込みは不可        ・左右非対称な髪型（アシンメトリー）は不可 

・前髪は自然な状態で完全に目を覆うような長さにはしない    ・編み込みは不可 

・ツーブロックについては「のぞましい髪型」に沿う型ならば可 

（例）襟元や耳をすっきり見せるものは可だが、明らかに頭頂部のみを残した極端なものは不可 

・化粧、過度な眉ぞり、においや色のあるリップは不可 

  


